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外来種

山林等

田

畑・農地・空地等

河川・池沼

公園・緑地等

その他（市街地等）

里地や里山 水辺や湿地

ハクビシン

タイワンタケクマバチ

オオキンケイギク

アライグマ

ミシシッピアカミミガメ キショウブ

ウシガエル ブルーギル

オオクチバス(ブラックバス)

ヌートリア

ウンヌケ

イシガイ

ミズオオバコ

ケブカツルカコソウ

シラタマホシクサ

イヌセンブリ

サギソウ

イシモチソウ

ナゴヤダルマガエルギフチョウ ベニイトトンボホトケドジョウ

陸の主な外来種

ハクビシンやアライグマによる農作物への被害が
しばしば発生しています。タイワンタケクマバチは
最近広がりはじめた新しい外来種です。
夏にはオオキンケイギクの黄色の花があちこちで
目につきます。

水辺の主な外来種

市内のほとんどのため池や河川では、ヌートリア、ミシシッピアカミミガメ、
ウシガエル、オオクチバス(ブラックバス)、ブルーギルがみられます。
ため池には移入スイレン属、河川にはキショウブなどがみられ、市街地周辺
だけでなく、河川の上流部にも広がっています。

杁ヶ池には、
ミシシッピア
カミミガメが
多くみられ、
市民のみなさ
んからも多く
の情報が寄せ
られました。

守っていきたい長久手の絶滅危惧種たち

本市では、絶滅のおそれのある生きものたち（絶滅危惧種）は、主に、水がきれいで自然性の高いため池や湧水湿地、
谷戸田といわれる昔ながらの水田とその周囲の畔（あぜ）や草地と二次林、本地域に特有のやせた丘陵地などにみら
れます。これらの生きものたちの多くは、丘陵地や湿地の開発、耕作放棄水田の増加、里地や里山の手入れがなされ
なくなり環境が変化してきたことなどによってその数を減らしてきました。
私たちはそのような状況を知り、人と自然が共生できるよう考え、行動していくことが大切です。

「市民参加調査」とは？
　今回の調査では、できるだけ多くの生きものの情報を集めるため、市民の
　みなさんに参加していただくアンケート調査を実施しました。
　この調査では、生きものにあまり詳しくない人でも分かりやすい25種の
　生きものを対象にしました。
　その結果、97名の市民のみなさんから合計491件の生きものの情報を提供
　していただきました。これらのうち場所が分かっている393件の情報は、
　このマップに取り入れています。
　
　調査にご協力いただいたみなさま、
　本当にありがとうございました。
　今回の市民参加調査をきっかけに、
　これからも身近な自然に関心を
　もっていただければ幸いです。
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【２】みんなで考えよう「外来種」の問題

「外来種」とは？
　外国など本市以外の場所から人が故意に持ち込んだり、人の活動などにともなって進入してきた生きものです。
　今回の調査では、地域本来の生態系におよぼす影響が大きいと考えられる16種の外来種を選んで調査し、548
　件の情報が集まりました。外来種はこれからも増えていくおそれがあります。従来の生きものが生きられなく
　なるなど、問題が大きくなってしまった場合には、駆除することも考える必要があります。

【３】「市民参加調査」へのご協力ありがとうございました


